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血型を判定し滴合せる血液のみを使用せる結果，種
々の装置の改善及び実験手段の向上と相侠って長期
生存例を得るに到ったο
50.右下腿郎発生せg悪性腫蕩の 1例
鎌田忠夫(大谷病院〉 
48才の婦人，外傷の既往歴なく，右下腿部 1/2の
外側に腫脹を来し，腫癌劉出手術を受けたが7カ月
自に再発，超手拳大の腫麿を形成し，肉腫の診断の
もとに右大腿切断術施行，更に 7ヵ月後肺転移を来
し，症状発現以来 1年 4カで死の転i席をとった。
組織学的には紡錘形細胞を主とし巨細胞を混ずる
多形細胞肉腫であり，発生母地は筋膜であると考え
られる。尚初回手術より死亡に到る迄，化学療法と
して，ナイトロミン 1150mg，アザ:ユ/560mg，ずノレ
コマイ VY6gを注射・している。 
51.胃癌手術後5年にLてクルツケシベルグ氏腫
蕩を来せ器例
松尾成久(市立横須賀病院〉
グノレヅケユノベルグ氏腫疹は，現今では消化管系主
として胃，腸等を原発とする転移卵巣粘液癌を意味
し，我が国卵巣充実性腫寝中では最も多いものであ
るが，最近は私は胃癌のため胃切除術を施行して略
満 5年経過して後本腫蕩を来した比較的稀は例を経
験した。
患者は 46才の主婦で，昭和 26年 9月 28日胃癌
の診断で当科に於て胃切除術施行，病理組織学的に
は腺癌であった。昭和 31年 6月下腹部に腫癌を触
れるようになり， 7月 16日入院，同月 19日右卵巣
腫場別出術を施行した。卵巣腫壊は肉眼的には片側
性で，重量 1400g，大きさ 18x17X6cmであり，
病理組織学的には印環細胞を含む粘液癌で，残胃は
手術時病~を認め得なかったが，胃を原発巣とする
グ氏腫援と考えるのが妥当である。現在厳重に経過
観察中であるο 
52.央婦の胃癌胃全劇出例
石橋新太郎〈市立横須賀病院〉
胃癌は消化管癌腫中その過半数を占めて居るが，
私は此処に 1年の間に夫婦の相継いで発生した胃癌
で，共に胃全射出術が可能であった比較的稀有な症 
例を経験したので、ままに報告した。患者〈妻〉は 64才
家族歴に特記事項はなく，主訴は幅吐及び腹部の腫
癌で胃癌の診断で手術施行する所，臆腐は幽門部に
原発し，噴門部に浸潤が及んだ為，胃全別出手術施
行し 1カ月後全治退院した。経過は良好であったが
その後，再発にて 1年後死亡した。而るにその際患 
者の夫 (63才〉は葬式後過労の為食慾不振を覚え，
健康診断の意味で当科に来院したが，腹部に腫癌を
認めたのでレ線検査の結果，胃癌の診断で入院手術
施行した所，腫癌は小管高{立を占め従って胃全剃出
術を施行したが幸い治癒退院せしめる事が出来た。
以上，長年生活を共にした夫婦問に相継いで発生
した胃癌で共に胃全刻出術施行し，治癒せしめる事
が出来た事は興味あることと思い，両患者の内因的
或は外因的な素因についても種々検索したが，特に
認むべき事項は発見出来なかった。
53.高分子化合物の腸管襲膜に対する影響
(第 1報〉 主と Lてポリビエールピロリ Fシ
によ各腹腔内癒着防止に関する実験的研究
小渋雅亮(那須アルミニウム診療所〉 
i) 成犬，家兎，マウスを使用して，水溶性のポ
yピニ{ノ Lピロリドシ (P.V.，P)により腸管及び
腹膜，犬網膜の癒着防止を試みた。 
ii)人為的に腹腔内癒着を生ぜしめ，剥離後，各
濃度 P.V. Pを注入し 2，4，14日目に開腹し再癒
着の有無，腹水等につき検索した。 
iii) 結論として 20%P. V. P 100 ccを 2回(術
中及び後 12時間〉注入した症例に全く再癒着を生
ぜず，卓効を示した。 
iv) 作用機転は不明であるが腹膜及び腸管相互
聞にピニールの液状薄膜が介在L，之が組織と親和
性を有めぬ為，か Lる作用を為すと J思考する。 
v) 倫ほ至適 P.V.Pは重合度 370，推定分子量 
4万のものを使用した。 
55.横隔膜ヘル=ユヤの 1治験例及び横隠膜レラク
サチオの 1例
山下泰徳(市立横須賀病院〉
症例1. 45才の男子，高さ 4mの電柱より転落
し，頭部，脊部，及び上肢に打撲擦過傷を受け暫く
安静加療を受けたが，軽度の左胸痛持続せる他愁訴
なき為約 2カ月間放置し軽作業に従事してし、たが突
然恒気，幅吐を伴う激しい左胸痛を訴え来院す。レ
線検査に依り左横隔膜へノLニヤと診断，開腹，開胸
に依る根治術を施行し，治癒せしめ得た。へ l~ ニヤ
内は左横隔膜主腹部にあり鶏卵大にて，ヘルニヤ内
後縁と牌臓とが露着し，ヘルニヤ内容は胃の大部
